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412　　Ga・67標識抗HCGモノクローナル抗体を用

いる腫瘍シンチグラフィ

遠藤啓吾，○国松美帆子，阪原晴海，中島鉄夫，
　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　　＃　　　　　　　　　　ホ太田仁八，岡田謙一郎，吉田　修，古川高子，

横山　陽〔（京大放核，泌「薬5，大桃善朗

（大阪薬大）

　HCG・〆9　subunitに対するモノクローナル抗体（56－C）

を作製し，Ga－67標識による抗体活性に及ぼす影響お

よびHCG産生畢丸腫瘍を移植したヌードマウスを用い

てGa－67標識抗体の体内分布を検討した。

　Ga－67標識抗体は前回報告したDeferoxamine（以下

DFO）をbifunctional　chelateとして用いる方法を作製

した。抗体とDFOをグルタルアルデヒド法により結合

させると，抗体間結合によると考えられる大分子蛋白

も形成される。このような大分子蛋白の抗体活性，特

に抗原への最大結合能は低下しているが，適当なDFO

／蛋白分子比によりIgG，　F（abノ）2分画ともほとんど

抗体活性を損うことなくDFO一抗体結合物を作製する

ことができた。このDFO一抗体結合物にGa－67を混合

するのみでほぼ100％の標識率が得られた。　また還元

剤を添加することによりGa－67標識抗体のin　vitroの

安定性が増した。Ga－67で標識した抗HCG抗体F（ab，）2

分画をヌードマウスに投与したところ，移植腫瘍，肝

臓，腎臓に集積が認められ．48時間後の腫瘍／血液比

は2．61であった。

413　　201T　1およびアルヵリ金属の腫瘍集積とイオン

半径

　　片山昌春，安東醇，安東逸子，平木辰之助（金沢大・

　　医短）　利波紀久，久田欣一（金沢大・核）

　　森厚文（金沢大・RIセンター）

　201Tl－chlorideは腫瘍および心筋スキヤンに使用され

ており、Kの代りに201Tlがこれら組織に取り込まれている

とされているが、この点をさらに明確にするために本研究を

行った。　　我々はすでにマクロオートラジオグラムの結果

から、201Tl，86Rb，134Csは腫瘍組織の腫瘍細胞の生きて

いる部位に集積し、22Naは逆に壊死部に集積することを報

告した。一方、細胞分画の実験の結果、これら4元素はいず

れも大部分が可溶性分画にあり、しかも遊離のイオン形で

存在することがわかった。

　一方、K十は細胞内液に、　M十は細胞外液に多く存在する

こと、および生体内でのM十とLi十の類似性を考慮し、

これらを説明する手段としてイオン半径に着目した。

Li十，　N　a十，㎡，肋十，　Cs十，　T1十のイオン半径は各々

0．6SA　，O．97A，1．33A．1．47A，1．67A，1．47Aである。

以上のことより、生体内でほとんど遊離のイオン状態で存在

し、かつイオン半径がKトのイオン半径（i．33A）より大き

い正／価のイオンが細胞内液に取り込まれると考えると、

上記の現象がよく理解できた。

414　　各種腫瘍親和性物質の腫瘍細胞へのin

vitrOにおける集積性の検討（PNAを中心として）
　　渡辺直人，横山邦彦，川畑鈴佳，向加津子，大口

　　学，油野民雄，利波紀久，久田欣一（金沢大核）

　腫瘍親和性が報告されている67Ga－citratθ，20コm－

Cコ、llユエnCユ3，131エーPNAのin　vitroにおける腫瘍

細胞への集積性を検討した。検討した腫瘍細胞モデル

1ま，　Ehnr’lieh　ascites　tumor　cell，　Yoshユda　sarcoma　cel1，

Lewis　lung　cancer　cell，　Thyroid　papillary　adeno－

carcinoma　cell，　B－16　melanoma　cellであり，　in　vitro

で1ボトルあたり約106個の各腫瘍細胞を用いて，各

種腫瘍親和性物質を約0．1μCi投与後MEM培地中にて

24時間インキユベートし，それぞれ上清液と細胞を

シンチレーシヨンカウンターで測定し，腫瘍細胞への

集積性を比較検討した。又，FエTC標識PNAを用い

ても検討した。

　以上の結果，上記細胞モデルでは，in　vivoで指摘

されているような腫瘍親和性がin　vitrOでも示唆さ

れた。

415　　　99mTc－PMT　delayed　scanによる肝細胞癌

陽性描画の意義

　　長谷川義尚，中野俊一，井深啓次郎，橋詰輝己，

　　野口敦司，石上重行（大阪府立成人病センター，

　　アイソトープ科，内科）

　我々は既に，99mTc－PMT注射後のdelayed　scanが

肝細胞癌の陽性描画の目的に有用であることを述べた。

今回は組織学的に確診した32例の肝細胞癌患者につい

て，99mTc－PMTの取り込みを，67Gaの取り込みおよ

び血清AFP値と比較した。99mTc－PMTdelayed　scan

では，腫瘍部が周辺正常肝と比べて強く描出されてい

るもの｛＋）16例，同程度に描出されているもの（士）5例お

よび低いもの←一｝11例であった。これに対してo「　Gaスキ

ャンではH）　16例，（士｝4例および←一｝12例であった。

99MTc－PMTおよび67Gaの両者あるいはいずれかによ

って肝腫瘍が陽性臼一｝に描出されたものは23例（72％）

であった。また，AFP値が陰性，あるいは400ng／
me　Yl下の低産生の肝細胞癌17例では9例が99mTc－

PMT　delayed　scan　H）であった。99mTc－PMTdelayed

scanは，肝細胞癌の陽性描画において，67Gaスキャン

と併用することにより有用であること，およびAFP

陰性あるいは低産生性肝細胞癌においても特異的診断

を可能とする場合があることを示す成績を得た。
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